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基本方針
サブプライム問題に端を発した世界同時不況は我々の地域企業にも多大なる影響を与え続けています。この状況をピンチと捉えるのではなく、チャンスと捉える事が大切です。地域で活躍する我々の企業が発展することにより、地域に活力を与えていくことと考えます。
そこで、当委員会では“人の輪”を大切にしコミュニケーション能力を養い、LOMメンバーが多くの人と交流する事で、問題解決へと導き経営戦略を養う事業を実施します。そして、各事業を通じて地域の方々や特別会員、家族と交流を図る事で信頼関係を築き、LOM内においては、メンバーが苦労や達成感を共有することにより友情を深めていき、より結束を固め“人の輪”の大切さを感謝と感動に繋げます。
プログラム　（事業名・目的・方法・対象）

1．1月度例会・・・・・ 年頭の例会として新年賀詞交歓会を行い、二市二町の首長並びに関係諸団　　　　　体、特別会員をお招きして、2010年度社団法人愛知中央青年会議所第30代理事長の紹介並びに事業紹介を行い“人の輪”を築く例会を行う。
2．6月度例会・・・・・  LOMメンバーが地域に活力を与えるリーダーとして、コミュニケーション能力を高め、経営戦略を養う講師例会を行う。
3．12月度例会・・・・・ 1年の締め括りの事業として、日頃から青年会議所活動に理解と協力のある「家族」に対しLOMメンバーが、感謝の気持ちを“つたえ1年間の労をねぎらい、おもてなしをする家族例会を行う。また、卒業生に対して今までの青年会議所活動を思い起こしていただき、感極まる「有終の美」を飾る卒業式とする。
4．クラブ活動事務局の運営・LOMメンバー同士や特別会員がクラブ活動を通じて、“人の輪”を作っていき、クラブ活動が円滑に進むように事務局運営を行う。
5．会員拡大・・・・・・ 委員会として、メンバー一人ひとりが30％拡大の目標を持ち社団法人愛知央青年会議所の素晴らしさをPRして会員拡大を行う。
事業計画
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事業予算
	収入の部
	支出の部

	事　　　業　　　費
	810,000円
	1月度例会
	250,000円

	
	
	6月度例会
	150,000円

	
	
	12月度例会
	400,000円

	
	
	クラブ活動事務局の運営
	10,000円

	合    計
	810,000円
	合    計
	810,000円


